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し こ く
１

国内における米陸軍との実動訓練(OS21) （１面）

豪州における米豪軍との実動訓練(SJ21) （１面）

旅団ＡＡＳＡＭ基幹要員（養成）集合訓練（２面）

第１回旅団演習 （２面）

主な記事

第
14
旅
団
（
旅
団
長

遠
藤

充
陸
将
補
）
は
、
令
和
３
年
６

月
24
日
か
ら
７
月
９
日
ま
で
の

間
、
「
令
和
３
年
度
国
内
に
お

け
る
米
陸
軍
と
の
実
動
訓
練

（
オ
リ
エ
ン
ト
・
シ
ー
ル
ド

21
）
」
に
参
加
し
た
。

本
訓
練
は
、
国
内
の
各
演
習

場
等
に
お
い
て
陸
上
自
衛
隊
及

び
米
陸
軍
の
部
隊
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
指
揮
系
統
に
従
い
、
共
同

し
て
作
戦
を
実
施
す
る
場
合
に

お
け
る
相
互
連
携
要
領
を
実
行

動
に
よ
り
演
練
し
、
共
同
対
処

能
力
の
向
上
を
図
る
事
を
目
的

と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

第
14
旅
団
か
ら
は
、
第
15

即
応
機
動
連
隊
（
連
隊
長

品

川
淳
二
1
等
陸
佐
）
及
び
第

14
特
殊
武
器
防
護
隊
（
隊
長

新
美
賢
一
３
等
陸
佐
）
の
他
、

統
制
部
等
の
要
員
を
含
め
約
１

２
０
０
名
が
参
加
し
た
。

米
陸
軍
側
か
ら
は
、
第
28
歩

兵
連
隊
第
１
大
隊
（
大
隊
長

ペ
カ
中
佐
）
、
第
３
４
０
化
学

中
隊
（
中
隊
長

セ
ベ
ラ
ン
ス

大
尉
）
の
約
６
０
０
名
が
参
加

し
、
各
種
共
同
訓
練
に
お
い
て

日
米
相
互
の
緊
密
な
連
携
の

下
、
小
部
隊
の
訓
練
か
ら
総
合

訓
練
ま
で
段
階
的
に
行
い
訓
練

目
的
を
達
成
し
た
。

さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
及

び
音
楽
演
奏
等
の
文
化
交
流
行

事
を
通
じ
て
日
米
相
互
の
絆
を

深
め
信
頼
関
係
を
築
く
等
、
多

大
の
成
果
を
上
げ
訓
練
を
終
了

し
た
。

本
訓
練
は
、
陸
上
自
衛
隊

（
第
50
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

溝
口
光
章
１
等
陸
佐
）
基

幹
）
、
豪
陸
軍
（
第
１
旅
団
）

及
び
米
海
兵
隊
（
第
３
海
兵
機

動
展
開
部
隊
ダ
ー
ウ
ィ
ン
ロ
ー

テ―

シ
ョ
ン
部
隊
）
と
の
３
カ

国
の
実
動
訓
練
を
実
施
し
、
01

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
携
帯
対
戦
車
誘
導

弾
）
・
狙
撃
、
市
街
地
訓
練
及

び
総
合
訓
練
（
林
内
に
お
け
る

戦
闘
射
撃
）
よ
り
、
隊
員
・
部

隊
の
射
撃
及
び
戦
術
技
量
の
向

上
を
図
っ
た
。

大量傷病者対処（共同ＣＢＲＮ） 陸上機動による攻撃前進（共同戦闘）

市街地戦闘訓練
（小隊規模以下の機能別訓練）

第１４音楽隊等による音楽演奏
（交流行事）

砂盤を使用した報告・戦闘予行
（共同ＣＡＲ）

第
14
旅
団
は
、
５
月
23
日
か
ら
７
月
18
日
ま
で

の
間
、
豪
州
ノ
ー
ザ
ン
テ
リ
ト
リ
ー
州
マ
ウ
ン

ト
・
バ
ン
デ
ィ
演
習
場
に
お
い
て
豪
州
に
お
け
る

米
豪
軍
と
の
実
動
訓
練
を
実
施
し
、
戦
術
技
量
の

向
上
及
び
米
豪
軍
と
の
連
携
の
強
化
を
図
る
目
的

と
し
て
「
令
和
３
年
度
豪
州
に
お
け
る
米
豪
軍
と

の
実
動
訓
練
（
サ
ザ
ン
・
ジ
ッ
ャ
カ
ル
ー
21
）
」

に
参
加
し
た
。

左：陸上自衛隊
（第５０連隊 八木２曹）

右上：豪陸軍
右下：米海兵隊



第
14
旅
団
は
、
７
月

20
日
か
ら
29
日
ま
で
の

間
、
東
富
士
演
習
場

（
静
岡
県
）
に
お
い
て

「
」

「
令
和
３
年
度
第
１
次
旅
団
演

習
（
中
部
方
面
特
科
隊
実
射
訓

練
検
閲
）
」
を
実
施
し
た
。

本
検
閲
は
、
中
部
方
面
特
科

隊
に
対
し
実
射
訓
練
検
閲
と
し

て
「
受
閲
部
隊
の
射
撃
練
度
を

評
価
・
判
定
す
る
」
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
た
。

統
裁
官
（
旅
団
長

遠
藤
充

陸
将
補
）
は
、
検
閲
に
先
立
ち

「
全
て
の
努
力
を
弾
先
に
集
中

さ
せ
、
精
度
・
速
度
を
追
求
せ

よ
」
「
安
全
管
理
の
万
全
」
の

２
点
を
要
望
し
た
。

検
閲
課
目
と
し
て
、
修
正
射

撃
、
ヘ
リ
か
ら
観
測
を
行
う
空

撃
、

第
14
旅
団
は
、
４
月
20
日
か

ら
７
月
14
日
ま
で
の
間
、
旅
団

管
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
駐
屯
地
及

び
射
場
に
お
い
て
Ａ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ

基
幹
要
員
（
養
成
）
の
練
度
向

上
を
図
る
目
的
で
「
令
和
３
年

度
旅
団
Ａ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ
基
幹
要
員

（
養
成
）
集
合
訓
練
」
を
実
施

し
た
。
ま
た
、
旅
団
Ａ
Ａ
Ｓ
Ａ

Ｍ
要
員
を
選
考
す
る
と
と
も
に

方
面
選
考
会
前
の
最
終
練
成
訓

練
を
行
い
、
方
面
選
考
会
に
参

加
し
た
。

本
訓
練
は
、
Ａ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ
22

方
面
選
考
要
領
の
体
力
検
査
及

び
射
撃
選
考
要
領
を
主
体
に
練

成
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に

Ａ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ
21
の
成
果
等
を
普

及
し
た
。

７
月
２
日
、
第
１
回
選
考

（
戦
闘
射
撃
の
部
）
で
勝
ち
抜

い
た
候
補
者
８
名
に
よ
り
、
第

２
回
選
考
会
を
行
い
、
方
面
選

考
会
に
参
加
す
る
候
補
要
員
と

し
て
戦
闘
射
撃
の
部
４
名
、
狙

撃

撃
、
ヘ
リ
か
ら
観
測
を

行
う
空
撃
、
空
中
観
測

射
撃
及
び
同
時
に
複
数

の
任
務
に
対
す
る
即
時

射
撃
な
ど
が
行
わ
れ

た
。作

戦
名
「
富
士
の
雷

作
戦
」
と
題
し
て
、
中

部
方
面
特
科
隊
長
（
服

部
真
之
介
１
等
陸
佐
）

を
核
心
に
、
中
部
方
面

特
科
隊
全
隊
員
が
一
丸

と
な
り
、
極
め
て
困
難

な
状
況
に
お
い
て
も
迅

速
か
つ
正
確
な
射
撃
を

実
施
す
る
等
、
日
頃
の

練
成
の
成
果
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
、
所
望
の
成

果
を
得
て
本
検
閲
を
終

了
し
た
。

２ しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６８号 令和３年（2021年）６・７月四 国

旅団選考を勝ち残った６名の候補者

旅団演習

ＡＡＳＡＭ

撃
の
部
２
名
が
選
考
さ
れ
た
。

７
月
15
日
か
ら
16
日
ま
で
の

間
、
方
面
Ａ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ
選
考
会

に
参
加
し
、
各
師
旅
団
の
選
考

を
勝
ち
抜
い
た
候
補
者
27
名
に

対
す
る
選
考
会
が
、
富
士
学
校

Ａ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ
訓
練
隊
か
ら
示
さ

れ
て
い
る
実
施
規
定
（
体
力
検

査
及
び
射
撃
の
選
考
）
に
基
づ

き
行
わ
れ
、
中
部
方
面
隊
の
代

表
と
し
て
戦
闘
射
撃
の
部
11

名
、
狙
撃
の
部
２
名
が
選
考
さ

れ
、
第
14
旅
団
か
ら
は
、
第
15

即
応
機
動
連
隊
機
動
戦
闘
車
隊

市
山
和
輝
３
等
陸
曹
と
、
第
14

偵
察
隊

村
田
弥
３
等
陸
曹
の

２
名
が
方
面
Ａ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ
選
考

（
戦
闘
射
撃
の
部
）
を
突
破

し
、
な
お
、
村
田
３
曹
は
２
年

連
続
ト
ッ
プ
の
成
績
で
通
過
し

た
。10

月
よ
り
富
士
学
校
で
実
施

さ
れ
る
Ａ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ
22
に
選
手

候
補
者
と
し
て
参
加
す
る
。

奥谷２曹
第１５即応機動連隊

本部管理中隊

村田３曹
第１４偵察隊
（方面選考者）

山地３曹
第１５即応機動連隊
第２普通科中隊

佐藤３曹
第１５即応機動連隊
第３普通科中隊

金澤３曹
第５０普通科連隊
重迫撃砲中隊

市山３曹
第１５即応機動連隊

機動戦闘車隊
（方面選考者）

体力検査射撃の選考（戦闘射撃の部）射撃の選考（狙撃の部）

陸上自衛隊 第１４旅団

逐次発信中！

陸上自衛隊広報チャンネル
（YouTube）に

「自衛隊式感染症予防」
を掲載中！

迅速に射撃の準備を行う砲班迅速・正確な射撃諸元の
算定を行う指揮小隊

正確・迅速な射弾の判定・
修正を行う前進観測班

迅速な射撃を行う砲班

射撃中のＦＨ－７０



ま
た
、
28
名
は
令
和
３
年
７

月
１
日
付
を
も
っ
て
２
等
陸
士

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

そ
自
衛
官
候
補
生
は
、
自
衛
官

と
し
て
必
要
な
資
質
の
涵
養
と

基
礎
的
知
識
や
技
能
の
習
得
の

た
め
、
約
３
ヶ
月
に
わ
た
る
厳

し
い
教
育
訓
練
を
通
じ
て
入
隊

当
初
よ
り
も
逞
し
く
成
長
し
、

晴
れ
て
新
た
な
門
出
の
日
を
迎

え
た
。
修
了
式
で
は
、
第
２
区

隊
の
長
濱
凱
弥
候
補
生
が
代
表

し
て
修
了
証
書
を
受
け
取
り
、

国
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、

新
た
な
１
歩
を
踏
み
出
し
た
。

教
育
隊
長
（
第
15
即
応
機
動

連
隊
副
連
隊
長

松
木
昭
彦
２

等
陸
佐
）
は
「
こ
れ
か
ら
が
自

衛
官
と
し
て
の
本
番
。
善
通
寺

駐
屯
地
で
同
期
と
共
に
試
練
を

乗
り
越
え
た
こ
と
を
自
信
と
し

て
、
引
き
続
き
精
進
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
」
と
述
べ
、
自
衛

官
候
補
生
に
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。

第
15
即
応
機
動
連
隊

（
連
隊
長

品
川
淳
二

1
等
陸
佐
）
は
、
６
月

25
日
、
善
通
寺
駐
屯
地

儀
じ
よ
う
広
場
に
お
い

て
令
和
３
年
度
自
衛
官

候
補
生
修
了
式
を
挙
行

し
た
。

修
了
式
に
は
、
自
衛

官
候
補
生
63
名
と
指
導

部
と
し
て
教
育
に
あ

た
っ
た
30
名
の
基
幹
要

員
が
参
加
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
の
た
め
、
隊
員
家

族
の
参
加
は
見
送
り
、

善
通
寺
駐
屯
地
司
令

（
第
14
旅
団
副
旅
団

長
）
や
香
川
・
徳
島
・

愛

３

令和３年度自衛官候補生課程修了式
第１５即応機動連隊

同期を見送る自衛官候補生

第５０普通科連隊

『
新
た
な
門
出
』

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６８号 令和３年（2021年）６・７月四 国

こ
の
教
育
期
間
で
同
期
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
喜
怒
哀

楽
を
共
に
す
る
こ
と
で
お
互
い

に
信
頼
し
合
え
る
よ
う
に
な

り
、
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

前
期
教
育
で
は
、
組
織
と
し

て
の
規
律
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
こ
の
先
も
自
衛
官
と
し

て
克
己
心
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

の
任
地
で
活
躍
し
ま
す
。

厳
し
い
訓
練
も
あ
り
ま
し
た

が
同
期
と
助
け
合
い
な
が
ら
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
教
育
で
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
て
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

修
了
所
感

連
隊
長
賞

木
田

龍
之
介

連
隊
長
賞

福
本

宏
一

教
育
隊
長
賞

佐
藤

柊
斗

教
育
隊
長
賞

長
濱

凱
弥

■
第
15
即
応
機
動
連
隊

■
第
50
普
通
科
連
隊

訓
練
や
集
団
生
活
で
様
々
な

経
験
を
た
く
さ
ん
し
ま
し
た

が
、
入
隊
前
と
比
較
す
る
と
、

心
身
共
に
強
く
な
り
訓
練
に
積

極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
成
長

し
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

前
期
教
育
で
経
験
し
た
事
を

活
か
し
、
人
か
ら
尊
敬
さ
れ
る

よ
う
な
自
衛
官
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

愛
媛
の
各
地
方
協
力
本
部
長
の

部
内
関
係
者
の
み
の
参
列
の
も

と
実
施
し
た
。

国旗に敬礼する自衛官候補生

同
期
と
と
も
に
幾
多
の
試
練

を
乗
り
越
え
た
自
衛
官
候
補
生

は
、
７
月
１
日
付
け
で
自
衛
官

（
２
等
陸
士
）
と
し
て
正
式
に

任
命
さ
れ
、
全
国
の
部
隊
へ
と

異
動
。
引
き
続
き
約
３
ヶ
月
の

教
育
（
一
般
陸
曹
候
補
生
後
期

及
び
新
隊
員
特
技
課
程
教
育
）

を
受
け
た
後
に
部
隊
勤
務
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
。

各駐屯地に旅立つ同期の見送り

第
50
普
通
科
連
隊

（
連
隊
長

溝
口
光
章

１
等
陸
佐
）
は
、
６
月

27
日
、
高
知
駐
屯
地
に

お
い
て
令
和
３
年
度
自

衛
官
候
補
生
修
了
式
を

挙
行
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
万
全
を
期

し
、
部
内
外
の
来
賓
及

び
自
衛
官
候
補
生
の
家

族
が
見
守
る
中
、
28
名

の
自
衛
官
候
補
生
は
、

約
３
ヶ
月
の
教
育
を
乗

り
越
え
、
入
隊
式
の
時

と
は
見
違
え
る
よ
う
な

凛
々
し
い
姿
を
披
露
し

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
及
び
部
隊
で

実
施
さ
れ
る
新
隊
員
特
技
課
程

で
の
更
な
る
成
長
を
祈
念
致
し

ま
す
。

優秀隊員の表彰



に
お
い
て
令
和
３
年
度
第
１
次

隊
野
営
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
前
段
を
第
14
飛

行
隊
と
の
協
同
訓
練
、
後
段
を

第
１
偵
察
小
隊
訓
練
検
閲
に
区

分
し
て
行
っ
た
。

統
裁
官
は
、
善
通
寺
駐
屯
地

に
お
い
て
隊
容
検
査
を
実
施

し
、
準
備
状
況
を
確
認
し
た
。

そ
の
際
、
「
敵
を
意
識
し
て
行

動
せ
よ
」
「
生
き
残
っ
て
情
報

を
獲
得
せ
よ
」
「
安
全
管
理
」

の
３
点
を
要
望
事
項
と
し
て
状

況
を
開
始
し
た
。

前
段
訓
練
で
は
、
第
14
飛
行

隊
と
の
協
同
訓
練
を
行
い
実
機

に
よ
る
ホ
イ
ス
ト
訓
練
、
降
下

訓

練

及

び

オ

ー

ト

バ

イ

搭

載
・
・

本
訓
練
検
閲
は
、
島
嶼
部
で

の
侵
攻
対
処
に
当
た
る
第
15
即

応
機
動
連
隊
に
対
す
る
野
整
備

直
接
支
援
を
課
目
と
し
て
設
定

し
て
お
り
、
受
閲
部
隊
は
訓
練

検
閲
に
先
立
つ
６
月
４
日
の
想

定
受
領
以
降
、
善
通
寺
駐
屯
地

に
お
い
て
関
係
部
隊
等
と
綿
密

に

に
調
整
を
実
施
し
作
戦
準
備
を

完
整
し
た
。

検
閲
実
動
で
は
高
温
多
湿
の

厳
し
い
気
象
条
件
の
中
、
３
夜

４
日
に
わ
た
り
離
島
侵
攻
対
処

時
の
野
整
備
支
援
を
検
し
た
。

受
閲
部
隊
は
統
裁
官
要
望
事

項
で
あ
る
「
第
15
即
応
機
動
連

隊
隊

第
14
後
方
支
援
隊
（
隊
長

吉

元
雄
一
１
陸
佐
）
は
、
６
月
18
日

か
ら
21
日
の
間
、
あ
い
ば
野
演
習

場
（
滋
賀
県
）
に
お
い
て
令
和
３

年
度
第
１
次
隊
訓
練
検
閲
を
実
施

し
、
即
応
機
動
直
接
支
援
中
隊

（
中
隊
長

櫛
山
翔
吾
３
等
陸

佐
）
の
訓
練
練
度
を
評
価
し
た
。

隊
の
戦
力
最
大
発
揮
の
た
め
に

あ
ら
ゆ
る
支
援
を
せ
よ
、
そ
し

て
生
き
残
れ
」
「
安
全
管
理
」

の
２
点
と
、
中
隊
長
要
望
事
項

の
「
創
意
を
凝
ら
せ
」
を
胸

に
、
各
種
施
設
の
開
設
・
運

営
・
築
城
、
各
種
整
備
及
び
回

収
支
援
等
を
中
隊
一
丸
と
な
っ

て
実
施
し
、
第
15
即
応
機
動
連

隊
の
任
務
遂
行
に
寄
与
す
る

等
、
中
隊
の
任
務
を
完
遂
し
て

状
況
を
終
了
し
た
。

載
・
卸
下
要
領
に
つ
い
て
練
度

の
向
上
を
図
っ
た
。
隊
員
の
中

に
は
、
初
め
て
実
機
に
よ
る
訓

練
に
参
加
す
る
隊
員
が
い
た

が
、
４
月
に
実
施
し
た
レ
ン

ジ
ャ
ー
塔
に
お
け
る
事
前
練
成

の
成
果
も
あ
り
、
不
安
全
状
態

等
が
生
起
す
る
こ
と
な
く
、
練

度
の
向
上
が
確
認
で
き
た
。

後
段
訓
練
の
第
１
偵
察
小
隊

（
小
隊
長

澤
畠
宗
真
１
等
陸

尉
）
の
訓
練
検
閲
で
は
、
「
離

島
防
衛
に
お
け
る
偵
察
小
隊
と

し
て
の
行
動
」
を
課
目
と
し
て

実
施
し
た
。

受
閲
小
隊
は
、
隊
の
先
導
小

隊
と
し
て
、
夜
間
の
長
距
離
機

動
、
各
種
権
限
下
に
お
け
る
不

法
行
動
対
処
及
び
着
上
陸
侵
攻

対
処
に
資
す
る
情
報
資
料
の
継

続
的
な
収
集
を
実
施
し
、
任
務

を
完
遂
し
た
。

第
14
偵
察
隊
（
隊
長

今
村
正
文
２
等
陸
佐
）

は
、
６
月
14
日
か
ら
22

日
ま
で
の
間
、
あ
い
ば

野
演
習
場
（
滋
賀
県
）

に

中
部
方
面
特
科
隊
第
３
中
隊

２
等
陸
尉

白
井
克
享

中
部
方
面
特
科
隊
（
隊
長

服
部

真
之
介
１
等
陸
佐
）
各
射
撃
中
隊
前

進
観
測
班
は
、
６
月
１
日
か
ら
７
月

21
日
の
間
、
松
山
駐
屯
地
に
お
い
て

前
進
観
測
班
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
７
月
下
旬
に
行
わ
れ

る
第
１
次
旅
団
演
習
（
隊
実
射
検

閲
）
に
向
け
、
旅
団
の
対
地
火
力
の

骨
幹
と
し
て
、
縦
深
に
わ
た
る
火
力

戦
闘
に
よ
り
、
旅
団
の
任
務
必
成
に

寄
与
す
べ
く
実
施
し
た
。

第
２
科
（
科
長

立
田
真
一
１
等

陸
尉
）
に
よ
る
的
確
な
指
導
の
下
、

現
示
弾
を
目
標
と
し
た
射
撃
に
対

し
、
正
確
・
迅
速
な
射
弾
の
判
定
・

修
正
及
び
班
内
の
連
携
を
強
化
し
、

あ
ら
ゆ
る
状
況
下
に
お
い
て
も
、
火

力
戦
闘
の
目
と
し
て
、
精
度
・
速
度

と
も
に
良
好
な
火
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
、
各
射
撃
中
隊
初
級
幹
部
を
中

心
に
練
成
に
励
み
、
観
測
能
力
の
練

度
向
上
を
図
っ
た
。

４

第１４後方支援隊

第１４偵察隊

中部方面特科隊

実機からの降下訓練

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６８号 令和３年（2021年）６・７月四 国

６
月
上
旬
か
ら
日
々
実
施
し

て
き
た
間
稽
古
に
お
い
て
、
目

標
標
定
精
度
向
上
の
た
め
の
測

角
器
と
測
遠
器
の
取
り
扱
い
要

領
を
反
復
演
練
す
る
と
と
も

に
、
連
絡
陸
曹
へ
の
任
務
付
与

を
的
確
に
実
施
す
る
こ
と
で
、

Ｆ
Ｏ
の
観
測
能
力
を
段
階
的
に

向
上
で
き
た
と
思
う
。

重装輪回収車によるＷＡＰＣの
回収

進入直後の索敵

射撃陣地での８１ｍｍ迫撃砲の
整備

隊容検査

真剣な表情の白井２尉

隊長による指導

砂盤による弾着現示

緊張の練度判定

訓練所感

７
月
下
旬
の
隊
実
射
検
閲
で

は
、
緊
張
に
溺
れ
る
こ
と
や
慢

心
に
浸
る
こ
と
を
せ
ず
、
こ
れ

ま
で
の
練
成
の
成
果
を
出
す
こ

と
が
、
旅
団
の
任
務
達
成
へ
の

寄
与
に
繋
が
る
と
心
に
留
め
、

中
部
方
面
特
科
隊
の
任
務
達
成

に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
。



け
る
各
通
信
組
織
の
構
成
・
維

持
・
運
営
を
行
う
と
と
も
に
、

通
信
連
接
小
隊
、
通
信
支
援
小

隊
及
び
シ
ス
テ
ム
管
理
班
の
訓

練
検
閲
を
実
施
し
た
。

各
小
隊
等
は
、
10
日
、
善
通

寺
駐
屯
地
に
お
い
て
隊
容
検
査

を

を
行
い
、
13
日
、
あ
い
ば
野
演

習
場
に
向
け
前
進
し
た
。
統
裁

官
要
望
事
項
で
あ
る
「
小
隊
長

等
を
核
心
と
し
て
最
後
ま
で
気

力
・
執
念
を
も
っ
て
任
務
を
完

遂
せ
よ
。
」
の
下
、
基
礎
と
な

る
部
隊
の
指
揮
要
領
、
部
隊
の

基
本
的
。

指揮を行う小隊長

現地で補足命令を行う小隊長

第
14
通
信
隊
（
隊
長

西

山
仁
基
２
等
陸
佐
）
は
、
６

月
10
日
か
ら
18
日
の
間
、
あ

い
ば
野
演
習
場
（
滋
賀
県
）

で
第
３
回
隊
練
成
訓
練
を
実

施
し
た
。

本
訓
練
は
、
状
況
下
に
お

け
る

基
本
的
行
動
及
び
隊
員
の
基
礎

動
作
に
つ
い
て
練
度
を
評
価
・

判
定
し
た
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
通
信
確
保

要
領
及
び
防
衛
法
制
に
基
づ
く

行
動
を
演
練
し
た
。

第
14
飛
行
隊
に
所
属
し
て

い
る
近
藤
翼
陸
士
長
で
す
。

私
は
、
６
月
７
日
国
分
台

演
習
場
（
香
川
県
）
で
実
施

さ
れ
た
令
和
３
年
度
模
擬
ド

ア
ガ
ン
射
撃
訓
練
に
採
点
係

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

模
擬
ド
ア
ガ
ン
射
撃
の
採

点
係
は
、
バ
ト
ラ
ー
を
使
用

し
て
採
点
す
る
係
で
す
。
写

真
で
も
あ
る
通
り
、
ア
ン
パ

イ
ヤ
ガ
ン
を
使
用
し
て
的
を

修
復
す
る
作
業
も
担
任
し
ま

し
た
。
ま
た
、
私
自
身
射
撃

訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
が
初

め

第１４飛行隊

め
て
の
経
験
で
緊
張
し
て
い
た

の
で
す
が
、
事
前
に
先
輩
や
同

僚
の
経
験
者
に
勤
務
内
容
を
確

認
し
て
い
た
事
に
よ
り
、
率
先

し
て
動
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今

回
の
模
擬
ド
ア
ガ
ン
射
撃

訓
練
は
、
空
包
射
撃
及
び
バ
ト

ラ
ー
を
使
用
し
た
訓
練
で
し
た

が
、
周
囲
か
ら
常
に
安
全
を
確

保
す
る
と
い
う
強
い
意
志
を
感

じ
、
自
分
自
身
も
採
点
係
と
し

て
安
全
を
意
識
し
て
職
務
を
遂

行
す
る
こ
と
が
で
き
、
無
事
に

訓
練
を
終
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

達
成
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

最
後
に
、
今
回
の
採
点
係
を

通
じ
て
「
何
事
に
も
事
前
に
予

習
を
す
る
こ
と
が
大
事
だ
」
と

再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ

れ
か
ら
の
勤
務
に
も
生
か
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

５

訓
練
検
閲
を
実
施

ア
ン
パ
イ
ヤ
ガ
ン
を
使
用
し
て
的

を
修
復
・
採
点
を
行
う
近
藤
士
長

第１４通信隊 隊員紹介

第14飛行隊
陸士長 近藤 翼

第
14
施
設
隊
（
隊
長

澤
水

隆
一
２
等
陸
佐
）
は
、
６
月
13

日
か
ら
18
日
ま
で
の
間
、
あ
い

ば
野
演
習
場
（
滋
賀
県
）
に
お

い
て
、
令
和
３
年
度
第
３
次
隊

野
営
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
第
２
施
設
小
隊

及
び
渡
河
器
材
小
隊
の
訓
練
検

閲
で
あ
り
、
島
嶼
防
衛
に
お
け

る
旅
団
の
全
般
支
援
を
任
務
と

し
、
２
夜
３
日
の
状
況
間
で
旅

団
指
揮
所
、
旅
団
長
執
務
室
の

構
築
、
汀
線
部
障
害
の
構
成
及

び
07
式
機
動
支
援
橋
の
架
設
を

実
施
し
た
。

各
小
隊
は
、
炎
天
下
で
の
昼

夜
に
わ
た
る
構
築
作
業
に
よ

る
、
疲
労
困
憊
の
中
、
教
育
訓

練
の
成
果
を
発
揮
し
、
任
務
を

完
遂
し
練
度
向
上
を
図
っ
た
。

第１４施設隊

小隊長指揮の下、昼夜を通して
掩蓋を構築する隊員

隊員の点検（隊容検査）

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
射
撃
風
景

「
模
擬
ド
ア
ガ
ン
射
撃
訓
練
に
参
加
し
て
」

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６８号 令和３年（2021年）６・７月四 国

ライナープレートを運搬する
第２施設小隊

旅団指揮所を構築する
第２施設小隊

０７式機動支援橋架設のため近岸
と遠岸の高低差を測量する隊員

旅団長執務室を構築する
渡河器材小隊

０７式機動支援橋の架橋

「
小
隊
長
を
核
心
と
し
て
」



第
14
特
殊
武
器
防
護

隊
（
隊
長

新
美
賢
一

３
等
陸
佐
）
は
、
７
月

25
日
か
ら
28
日
ま
で
の

間
、
日
本
原

演
習
場

（
岡
山
県
）
に
お
い
て

基
礎
と
な
る
部
隊
の
訓

練
を
目
的
と
し
て
令
和

３
年
度
第
３
回
隊
訓
練

を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は

酷
暑
の

中
、
熱
中
症
予
防
に
注

意
し
な
が
ら
集
結
地
の

占
領

第
14
高
射
特
科
隊
（
隊
長

冨
高
英
和
２
等
陸
佐
）
は
、
６

月
９
日
か
ら
17
日
及
び
7
月
11

日
か
ら
24
日
の
間
、
静
内
対
空

射
撃
場
（
北
海
道
）
で
実
施
す

る
、
令
和
３
年
度
師
団
等
対
空

実
射
訓
練
に
参
加
し
た
。

本
訓
練
は
、
93
式
近
距
離
地

対
空
誘
導
弾
（
近
Ｓ
Ａ
Ｍ
）
及

び
11
式
短
距
離
地
対
空
誘
導
弾

（
11
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
）
等
を
保
有
す

る
全
国
の
師
・
旅
団
高
射
特
科

部
隊
が
射
撃
準
備
、
模
擬
実
射

及
び
対
空
実
射
そ
れ
ぞ
れ
の
評

価
を
受
け
る
高
射
特
科
部
隊
と

し
て
最
大
規
模
の
訓
練
で
あ

る
。訓

練
に
参
加
し
た
近
Ｓ
Ａ
Ｍ

小
隊
は
、
小
隊
長
（
渡
邊
悟
司

３
等
陸
尉
）
を
核
心
と
し
、
６

月
３
日
か
ら
姫
路
駐
屯
地
に
お

け
る
転
地
訓
練
に
よ
り
練
度
を

向
上
さ
せ
た
後
、
北
海
道
入
り

し
た
。
静
内
対
空
射
撃
場
に
お

い
て
も
そ
の
練
度
を
更
に
向
上

さ
せ
る
た
め
、
評
価
直
前
ま
で

練
成
し
、
6
月
13
日
に
模
擬
実

射
評
価
、
翌
14
日
に
射
撃
準
備

評
価
及
び
対
空
実
射
評
価
を
受

け
、
要
撃
成
功
の
成
果
を
収
め

る
と
と
も
に
、
今
年
度
の
全
国

の
近
Ｓ
Ａ
Ｍ
対
空
実
射
に
お
い

て
第
１
位
の
評
価
を
受
け
た
。

近
Ｓ
Ａ
Ｍ
小
隊
発
射
班
長

（
髙
橋
史
和
２
等
陸
曹
）
は

「
第
14
高
射
特
科
隊
が
一
丸
と

な
り
最
高
の
１
発
を
発
射
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
」
と
語
り
、

捜
索
手
と
し
て
初
の
実
射
を
経

験
し
た
近
藤
滉
己
陸
士
長
は

「
捜
索
手
と
し
て
選
抜
さ
れ
多

少
の
不
安
が
あ
っ
た
が
、
最
後

ま
で
全
力
で
挑
み
任
務
遂
行
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
」
と
語
っ

た
。ま

た
、
11
式
短
距
離
地
対
空

誘
導
弾
（
11
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
）
の
対

空
実
射
に
お
い
て
、
短
Ｓ
Ａ
Ｍ

小
隊
は

第１４特殊武器防護隊

６

第１４旅団司令部付隊

炊
事
長
・
各
組
長
は
、
指
導

者
の
指
導
の
も
と
、
戸
惑
い
な

が
ら
も
適
切
に
組
員
に
対
し
て

指
示
し
、
73
名
分
の
料
理
を
完

成
さ
せ
、
ま
た
、
野
外
炊
事
が

初
め
て
の
音
楽
隊
隊
員
は
、
炊

事
長
及
び
各
組
長
の
指
示
・
指

導
に
対
し
、
真
摯
に
炊
事
業
務

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
手
際

よ
く
仕
込
み
・
料
理
を
行
い
、

炊
事
練
度
向
上
の
成
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

喫
食
者
か
ら
は
、
全
般
的
に

「
美
味
し
か
っ
た
！
」
と
の
評

価
で
あ
っ
た
が
、
「
カ
レ
ー
に

と
ろ
み
が
無
い
」
、
「
ご
飯
が

少
し
ベ
チ
ャ
ッ
と
し
て
い
る
」

と
の
言
葉
を
受
け
、
こ
の
指
摘

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
本
訓
練

で
得
た
教
訓
事
項
や
課
題
に
つ

い
て
改
善
し
、
引
き
続
き
各
種

訓
練
を
通
じ
て
練
成
し
、
部
隊

の
人
的
戦
闘
力
の
発
揮
及
び
士

気
の
高
揚
を
図
る
た
め
炊
事
練

度
を
向
上
し
て
い
く
所
存
で
あ

る
。

第１４高射特科隊

仕込みを行う第１４音楽隊隊員本日のメニュー

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６８号 令和３年（2021年）６・７月四 国

全国１位となった近ＳＡＭ小隊メンバー

占
領
、
自
衛
警
戒
戦
闘
及
び
部

隊
除
染
所
の
開
設
・
運
営
を
演

練
し
、
基
本
・
基
礎
動
作
等
の

練
度
向
上
を
図
っ
た
。

実射を終えた短ＳＡＭ小隊メンバー

空は任せろ‼師団等対空実射訓練で日本一

１１短ＳＡＭ（左）、近ＳＡＭ（右）誘導弾発射の瞬間

小
隊
は
小
隊
長
（
平
野
頌
３
等

陸
尉
）
を
核
心
と
し
て
７
月
11

日
か
ら
22
日
ま
で
の
間
、
南
恵

庭
駐
屯
地
（
北
海
道
）
に
お
い

て
練
成
を
重
ね
、
７
月
23
日
に

模
擬
実
射
評
価
、
翌
24
日
に
射

撃
準
備
評
価
及
び
対
空
実
射
評

価
を
受
け
、
見
事
要
撃
成
功
の

成
果
を
収
め
た
。

第
14
高
射
特
科
隊
は
、
今
年

度
の
対
空
実
射
に
お
い
て
両
小

隊
と
も
要
撃
成
功
の
評
価
を
収

め
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
プ
ロ

で
あ
り
続
け
る
た
め
、
今
後
も

更
な
る
練
度
の
向
上
を
目
指

す
。

第
14
旅
団
司
令
部
付
隊
（
隊

長

土
井
明
３
等
陸
佐
）
は
、

６
月
３
日
、
国
分
台
演
習
場
古

田
廠
舎
（
香
川
県
）
に
お
い

て
、
第
14
旅
団
司
令
部
付
隊
管

理
班
及
び
第
14
音
楽
隊
で
令
和

３
年
度
音
楽
隊
協
同
訓
練
（
野

外
炊
事
訓
練
）
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
炊
事
長
・
各
組

長
の
指
揮
、
指
導
能
力
の
向
上

及
び
炊
事
実
務
者
の
練
度
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

２
個
分
隊
で
編
成
し
た
。

１
分
隊
は
、
炊
事
長
・
各
組

長
及
び
炊
事
実
務
者
に
対
し
直

接
指
導
を
行
い
、
２
分
隊
は
、

主
食
、
副
食
及
び
ご
飯
の
調
理

を
組
分
け
し
て
実
施
し
た
。

献
立
は
、
訓
練
中
の
隊
員
に

対
し
て
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
主
眼
と
し
て
、
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
・
マ
カ
ロ
ニ
サ
ラ
ダ
・
生

野
菜
・
フ
ル
ー
ツ
ヨ
ー
グ
ル
ト

を
選
定
し
た
。

事
前
に
、
座
学
に
よ
る
衛
生

管
理
教
育
及
び
料
理
工
程
を
炊

事
実
務
者
に
対
し
教
育
し
、
訓

練
当
日
、
野
外
炊
具
１
号
（
22

改
）
の
操
作
訓
練
を
炊
事
実
務

者
全
員
に
対
し
実
施
し
、
料
理

工
程
の
再
度
徹
底
及
び
個
人
衛

生
管
理
の
点
検
を
行
い
各
組
に

分
か
れ
調
理
を
開
始
し
た
。

部隊除染（人員除染所） 集結地占領命令（戦闘指導）



私
た
ち
家
族
は
、
令
和
３
年

３
月
の
異
動
で
第
５
施
設
団
第

９
施
設
群
よ
り
異
動
し
て
き
ま

し
た
。

家
族
構
成
は
、
妻
、
４
歳
の

娘
、
０
歳
の
息
子
の
４
人
家
族

で
す
。

３
年
前
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購

入
し
初
め
て
の
単
身
赴
任
と
な

り
ま
す
。
子
供
が
ま
だ
小
さ
い

た
め
、
妻
へ
の
負
担
が
大
き
い

と
思
い
、
少
し
で
も
負
担
を
和

ら
げ
る
た
め
に
毎
月
１
回
は
自

宅
に
帰
っ
て
、
家
族
サ
ー
ビ
ス

を
し
て
い
ま
す
。

部
隊
の
話
に
な
り
ま
す
が
、

転
属
に
際
し
今
ま
で
交
流
が
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
部
隊
だ
っ
た

の
で
、
個
人
的
な
知
り
合
い
も

な
く
不
安
な
気
持
ち
で
し
た

が
、
第
14
施
設
隊
の
方
々
は
親

切
で
明
る
い
方
が
多
く
笑
顔
の

絶
え
な
い

■
第
76
回
国
民
体
育
大
会
剣
道
高
知
県
予
選
会

優
勝
（
三
重
こ
と
わ
か
国
体
（
剣
道
）

高
知
県
代
表
選
出
）

第
50
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊

１
等
陸
曹

三
原

大
和
（
中
堅
）

第
50
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊

２
等
陸
曹

高
木

郁

（
副
将
）

３
等
陸
曹

上
岡

祐
太
（
次
鋒
）

■
善
行
隊
員
「
褒
賞
」
（
高
知
駐
屯
地
司
令
）

救
護
活
動
（
３
．
７
．
４
）

第
50
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊

２
等
陸
曹

有
田

大
介

３
等
陸
曹

坂
東

幸
二

３
等
陸
曹

中
平

力
樹

陸
士
長

奥
村

彩
乃

陸
士
長

田
村

龍
佑

陸
士
長

古
田

翼

１
等
陸
士

国
沢

佑
斗

部

外

７

部

内

・
外

表

彰

■
第
１
３
８
期
初
級
陸
曹
特
技
課
程

第
４
陸
曹
教
育
隊
長
賞

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
２
普
通
科
中
隊

３
等
陸
曹

玉
木

優

３
等
陸
曹

河
野

凌
也

第
５
陸
曹
教
育
隊
長
賞

第
15
即
応
機
動
連
隊
火
力
支
援
中
隊

３
等
陸
曹

別
府

翔

■
第
２
４
３
期
上
級
陸
曹
特
技
課
程
「
部
隊
化
学
」

化
学
学
校
長
賞

第
50
普
通
科
連
隊
重
迫
撃
砲
中
隊

３
等
陸
曹

下
条

弘
史

■
駐
屯
地
等
曹
友
会
褒
賞

曹
友
連
合
会
長

中
部
方
面
特
科
隊
本
部
管
理
中
隊

２
等
陸
曹

森
本

伸
吾

第
14
施
設
隊３

等
陸
曹

桁
山

定

「
新
た
な
勤
務
地
で
」

第１４音楽隊

今回のワンポイントレッスンは『練習時間』について話したいと思います。
信号らっぱは、リコーダーと違い息を入れただけでは音が出ません。息を入れる

事によって唇が振動し、その振動が音になります。駆け足は毎日コツコツ走る事に
よってタイムが上がります。信号らっぱも同様で、練習を怠ってしまうと唇の筋肉
がどんどん衰え、良い吹奏には結びつかなくなります。日々の訓練・業務に忙しい
と思います。長時間練習すれば良いのではなく、短時間でも密度の濃い練習を日々
積み重ねる事によって、常に一定のコンディションを保つ事が出来ます！（ここに
私が断言します！）

部

内

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６８号 令和３年（2021年）６・７月四 国

■
第
２
０
１
期
陸
曹
上
級
課
程

中
部
方
面
混
成
団
長
賞

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
１
普
通
科
中
隊

１
等
陸
曹

渋
谷

健

上
級
陸
曹
教
育
中
隊
長
賞

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
１
普
通
科
中
隊

１
等
陸
曹

大
石

誠

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
２
普
通
科
中
隊

１
等
陸
曹

出
井

拓
広

■
第
64
期
生
徒
陸
曹
候
補
生
課
程

中
部
方
面
総
監
賞

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
１
普
通
科
中
隊

陸
士
長

本
馬
場

天
空

絶
え
な
い
部
隊
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

小
隊
検
閲
も
経
験
し
同
じ
施

設
作
業
で
も
や
り
方
が
違
う
の

で
自
分
自
身
、
新
し
い
こ
と
は

吸
収
し
、
提
案
で
き
る
こ
と
は

し
な
が
ら
よ
り
良
い
人
事
交
流

に
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

では次に、音楽隊の近況報告です。
６月１１日及び１２日に、高知駐屯地及び松山駐屯地においてラ

ンチタイムコンサートを行いました。隊員の士気の高揚を図るとと
もに、日常業務の疲労からの解放感を得てもらう事が目的です。

今回はいつもの編成や演奏とは異なり、コンボ（小編成ジャズ・
バンド）メンバーでポップスやジャズを中心に演奏しました。

昼間の強い日差し中でも、笑顔で聴いてくれる隊員達の顔を見る
と、音楽隊員の演奏にも更に熱が入りました。演奏を聴いてくれる
人と共に音楽を楽しむ事ができるのは「野外演奏の醍醐味である」
と実感した日でした。


